






要約 子宮筋腫を合併した妊娠と子宮外妊娠(主として卵管妊娠)から人工流産によって得

られたヒト胚子のそれぞれ 6%、12%に外表奇形が見出され、これらは、正常妊娠経過をと

った胚子中の奇形頻度 3%に比べて高率であった。これら異常妊娠群に見られた奇形は、頭

部や外耳の変形、四肢減形成奇形などであった。また、妊娠マウスの子宮に人為的に機械

的な圧迫を加えたところ、胎児の死亡と奇形の発生が有意に増加した。これらの疫学的な

らびに実験的研究により、子宮内における異常な機械的圧迫が、胎児の deformation や

disruption のリスクを高めることが明らかになった。 


